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シャック構築ハンドブック　機能的シャック・スタイル集

1シャック構築ハンドブック

　「百聞は一見に如かず」ということわざのとおり，まずは本題に入る前に国内外の素晴らしいシャック

の例をいくつかご紹介をしましょう．

　ここでは無線のために特別にしつらえた部屋に，数多くの機器を所狭しと配置した本格的なシャック

から，書斎の一角に無線のためのスペースを設けて，コンパクトながらセンス良く構築されたシャック

など，大小さまざまなパターンを集めてみました．どれをとっても筆者が推奨する「機能的で美しいシャ

ック」を実現しているものばかりですから，この中からご自分の環境に合った形でマネをしたり，いいと

こ取りをしたり，今後のシャック構築の参考にしていただければ幸いです．

機能的シャック・
スタイル集
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14 シャック構築ハンドブック

　筆者が考える「機能的で美しいシャック」とは，

無線機の前に座ったときにすべての操作がしやす

く，誰に見せても恥ずかしくない，整然としたセ

ンスの良いシャックを指します．

　では，具体的にはどのようなことなのか，順を

追って説明していきましょう．

　無線はライセンスやコールサインを取得して，

無線機やアンテナを買ったらすぐに電波を出せる

というわけではありません．

　例えば，DC電源タイプの無線機ならば安定化

電源を用意したり，無線機とアンテナを同軸ケー

ブルで接続したり，POWER ＆ SWRメータやア

ンテナ・アナライザを使ってアンテナのマッチン

グを取ったり，電波を出す前にさまざまな準備を

第1章

シャック構築前の青写真

する必要があります．この際に使った周辺機器は，

いつも使うかどうかは別にしてシャックのどこか

に置くことになりますが，時間を重ねるにつれ，

機器が増えることを想定する

ひとことでシャック構築といっても，これから新たに開局するケースから，長年運用をしてい
てリニューアルを兼ねて再構築をするケースまで，人によってスタートラインや規模はさまざ
まです．とはいえ，どのようなシチュエーションでも実作業に入る前の段取りはたいへん重
要で，ここを軽視したり割愛してしまうと，完成度がいま一つだったり，あとで不都合が生
じて後悔することになります．そこでここでは，シャック構築の前に抑えておかなければなら
ない，いくつかのポイントについて解説します．

写真1-1　長年無線をやっていると，このように機器が増えてくる

1-1　機能的で美しいシャックのすすめ
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15シャック構築ハンドブック

第1章　シャック構築前の青写真

少しずつ無線機や周辺機器が増えていき，いずれ

シャックはさまざまな機器で埋め尽くされてしま

います（写真1-1）．

　すると，当初はスムーズにできていた無線機の

操作も，手元にある機器を一
いったん

旦どかしてからでな

いと操作ができなくなるなど，操作に支障をきた

すようになってきます．

　影響はそれだけではなく，多くの機器が折り重

なるように置かれていたり，コード類がむき出し

で，こんがらがっていたりすると，見た目もたい

へん悪くなるため，とても他人に見せる気にはな

らないでしょう．

　筆者がQSO中によく利用している「QRZ.COM

（http://www.qrz.com/）」（図1-1）では，世界中の

さまざまな局のシャックを見ることができます

が，とりわけ海外の局はインテリアを含め，整然

としたセンスの良いシャック作りをしている傾向

があります．このようなシャックをよく見てみる

と，やはり無線機は操作をしやすい場所へ配置し

てあり，デスク上に周辺機器を乱雑に置いていな

いため，とても機能的で洗練された印象を受けま

す．筆者がシャック構築に力を入れ始めたきっか

けの一つは，QRZ.COMに掲載されているセンス

の良いシャックを見て刺激を受けたからで，それ

以来，QRZ.COMで世界中の人から見られても恥

ずかしくないオリジナルのシャック・スタイルを

目指して模索を続けてきました．

　多くのデバイスがデジタル化され，インターネ

ットを介したコミュニケーションがポピュラーに

なっている現在は，QRZ.COMのようなWebサイ

トを有効利用することで，相手局に自分が使って

いるリグやアンテナをビジュアルで伝えることが

できるため，言葉よりも正確に情報伝達ができ，

話が盛り上がるきっかけにもなります．実際，筆

者はQSO中にQRZ.COMを見た相手局から「素敵

なシャックですね」と言われたことが何度かあり

ますが，お世
せ じ

辞半分としても嬉しいものですし，

もっとセンスの良いシャックにしようという意欲

も湧いてきます．

　話は少し戻りますが，冒頭に出てきた「機能的」

という点について，もう少し掘り下げていくこと

にしましょう．通常，無線機は事務用デスクかテ

ーブルを利用して設置しますが，これらは天板の

高さが70cm前後のものが大半です．実は，ここ

へ無線機を直
じか

に置いてしまうと，操作パネルの位

置は大型の固定機でも目線よりかなり下になって

図1-1　多くの海外局が利用しているQRZ.COMのページ

ヒントはQRZ.COMにある

機能的に構築することの意義

見本



16 シャック構築ハンドブック

しまい，若干，上からのぞき込んで操作する形に

なります（写真1-2）．この状態で長時間運用して

いると疲れてしまううえ，アナログ式のSメータ

を採用している無線機では角度によって針の位置

を正確に読めないことがあり，シグナル・レポー

トの交換にも支障が出る可能性があります．

　また，無線機の台数が増えてくると仕方なく何

段も積み重ねて置いてしまいがちですが，この方

法では上のほうにある無線機は目線より上にくる

ため見づらくなり，ダイヤルやツマミの操作も腕

を目いっぱい伸ばして行うことになるため，むし

ろ直置きでのぞき込む形より操作がやりにくくな

ります．しかも，無線機を何段も積み重ねるとい

うことは，下の無線機には上の無線機の重みがも

ろに加わるため，下手をすると天板が凹んだり，

傷ついたりすることがあるうえ，風通しが悪くな

るため放熱性にも悪影響を及ぼしてしまいます．

何台もの無線機が積み重なっているようすは，精

悍で一見すると見栄えは良いのですが，あまりオ

ススメできる設置方法ではありません．

　一方で無線機や周辺機器が増えてくると，それ

に伴って機器同士を接続するためのコード類も増

えてきます．これを無造作に放置しておくと，機

器間で干渉が発生して誤動作をしたり，スプリア

スが発生してインターフェアの原因になるなど，

思いもよらない悪影響が出てきます．

　もちろん，前述のとおり目に見える場所にコー

ド類が散乱していると，とても見栄えが悪くなっ

てしまいます．

　とりわけ，機器間の干渉やインターフェアが発

生した場合は，原因箇所の切り分けをするために

コードを1本ずつたどっていかなければならず，

これには大変なエネルギーが必要になります．細

かいことですが，このような事態に陥
おちい

らないため

にも，シャック構築時にはコードの取り回し方や

まとめ方に注意を払う必要があります．ここをき

ちんと処理しておけば，前述のような不具合を避

けられるばかりか，機器の移動や入れ替えの際も

楽に作業を進められるため，面倒がらずに実践す

ることをオススメします．

　このように，機能的で美しいシャックを構築す

るということは，結果的に運用中のミスやトラブ

ルを未然に防ぐ効果があり，誰に見せても恥ずか

しくない整然とした環境で運用していれば自然と

清々しい気持ちになるため，無線に対するモチベ

ーション・アップにも繋がります．

　何事も最初が肝心といいますが，無線の場合は

最初に構築するシャックの良し悪しが，その後の

ハムライフが充実したものになり，一生の趣味と

して継続できるかどうかの分岐点になると筆者は

考えています．その意味でも，ぜひ本書を参考に

して「機能的で美しいシャック」の構築にトライし

てみてください．

写真1-2　デスク上にリグを直置きすると上からのぞき込む形になる

まとめ
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17シャック構築ハンドブック

第1章　シャック構築前の青写真

　最近の無線局運用ではパソコン（以下，PC）は

切っても切れない存在になっています．例えば，

多くの方が，「Turbo HAMLOG」などのログ・ソ

フトを使っているほか，世界最大のコールサイン・

データベースとして有名な「QRZ.COM」，リアル

タイムでどのような局がオン・エアしているのか

がわかる「クラスタ（総称）」など，現在は無線機と

PCを併用して運用するのが標準的なスタイルと

なっています．

　では，ここで前述の「Turbo HAMLOG」，「QRZ.

COM」，「クラスタ（総称）」とは，どのようなもの

なのか簡単に触れておきましょう．

　JG1MOU 浜田氏が開発した「Turbo HAMLOG」

は，国内の数多くの局（数万局レベル）が利用して

いるWindows PC用のログ・ソフト（図1-2）で，

もちろん筆者もユーザーの一人です．

　このソフトを起動して入力ウィンドウから相手

局のコールサインを入力すると，日付と時刻が自

動挿入され，さらにユーザーリストに登録してあ

る局ならば氏名，QTH，JCCやJCGコード，GL（グ

リッドロケータ），自己紹介文などが瞬時に表示

されます．QSO中は何かと忙しいものですが，こ

のソフトを使えば最小限の入力で多くの情報を記

録することができるため，日常のQSOはもちろん，

コンテストではたいへん威力を発揮してくれま

す．このほか，データ検索，wkd/cfm管理，QSL

カード印刷，リグ・コントロール，電子QSLなど

豊富な機能を備えており，フリーソフトでありな

がら，ログ入力からQSLカード管理までカバーす

る至れり尽くせりのソフトといえます．

　QRZ.COMは，任意登録ながら世界中の多くの

局が利用している国際的なコールサイン・データ

ベースです．本になっているコールブックと違っ

て，Webサイトと同様に写真や動画なども掲載で

きるため，多くの情報を視覚的に伝達できるメリ

ットがあります．また，本人が必要に応じて更新

できるため，まるで無線版のWebサイトやブログ

を運営している感覚で楽しむことができます．

　メニューは，Biography（自己紹介），Detail（QTH，

マップ，GL，ライセンス，QSL交換方法など無

線局の基礎情報），Logbook（QSOログ）の三つか

ら構成されています．とりわけ，Biographyは自

由に記載できることから，無線機やアンテナの紹

介をはじめ，クルマやペットなどプライベートな

ことまで紹介されていることがあるため，ここ

を見るだけで相手局の設備や人となりがわかり，

図1-2　日本で人気の高いログ・ソフトのTurbo HAMLOG

Turbo HAMLOG for Windows QRZ.COM

1-2　無線機とPCはセットで考える
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18 シャック構築ハンドブック

QSOをする際はとても参考になります（図1-3）．

　クラスタとは，オン・エアしている局のコー

ルサイン，周波数，運用モードなどがリアルタ

イムでわかる掲示板のようなものです．国内局

の情報は「J-クラスタ（http://qrv.jp/）」（図1-4），

DX局の情報は「DXSCAPE（http://www.dxscape.

com/）」（図1-5）を利用するのが一般的です．

　インターネットがなかった時代は，オン・エア

している局を探すために長時間VFOを回し続け

なければなりませんでしたが，最近はクラスタが

あるおかげで効率的に相手局を探すことができる

図1-3　筆者がQRZ.COMに掲載してあるBiography（一部抜
粋）

図1-4　J-クラスタの情報画面．刻々と情報がアップされる

クラスタ（総称）
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19シャック構築ハンドブック

第1章　シャック構築前の青写真

PCの使い勝手も考慮する

図1-5　DXSCAPEの情報画面．さすがに国際色豊かだ

しない時代ならば，これでシャック構築はほぼ完

了ですが，前節でも述べたとおり，現在の無線運

用ではPCを抜きにして考えることはできません．

したがって，これからシャック構築をする場合は，

無線機とPCの両方の使い勝手を意識しながらスペ

ースや配置を決めていく必要があります．

　では，PCはどのような場所に配置したら使い

やすいのでしょうか？　まず，デスクトップPC

の場合は，モニタはメインで使っている無線機の

すぐ上，そしてキーボードやマウスは無線機の正

面手前に配置するのが理想的な配置といえます．

こうすることで視線や手の移動が少なくて済み，

スムーズな運用が可能となるからです．なお，本

体は仮に大きなタワー・タイプであっても足元に

ようになりました．ただ，利用している局が多い

ため，ひとたび情報がアップされるとDX局の場

合はすさまじいパイルアップになりがちです．こ

のため，いち早くDX局を見つけて楽にQSOをし

たいならば，クラスタだけに頼らず，通常のワッ

チと併用することをオススメします．

　現在，筆者のシャックには大型のHF機が3台，

中型のオールバンド機が1台，モービル機が2台，

合計6台の無線機があります．このうちメインで使

用しているのは大型のHF機2台で，これらをシャ

ックの中心に据える形でほかの無線機や周辺機器

を配置してあります．PCやインターネットが存在 見本
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置いてしまえば邪
じゃ ま

魔になることはないため，あま

り気にする必要はないでしょう．

　ただ，モニタを無線機の上に直に置くのは不安

定になるうえ，下手をすると無線機にダメージを

与えかねないため，あまりオススメはできません．

このような問題を解決してくれるのが，最近流
は や

行

りのモニタ・アームです（写真1-3）．

　詳細については第4章で解説しますが，これを

使えば無線機の上の最適な場所にモニタを配置す

ることができるため，とても便利なアイテムとい

えます．

　次にノートPCの場合は，その形状から必然的

にメインで使っている無線機の左右どちらかの手

前に配置することになります．一般的にはコンパ

クトさがウリのノートPCですが，シャックでは

無線機がデスクの中央に鎮座していることが多い

ため，奥行きが一定以上（最低でも60cm以上）あ

るデスクでないと，画面が近すぎて見にくくなる

ばかりか，手元が手狭になって操作がしづらくな

ります．したがって，手元のスペースは十分に確

保しておく必要があります．

　このように，最近のシャックでは無線機の操作

性を犠牲にすることなく，PCの使い勝手にも配

慮しなければならないため，あらかじめ無線機プ

ラスアルファのスペースを確保しておくことはも

ちろん，使用するPCのタイプに応じて無線機や

周辺機器の配置を工夫する必要があります．

写真1-3　モニタを自由な位置に配置できるモニタ・アーム

　無線という趣味に興味を持ち，一生懸命，勉強

をしてハムになったからには，いずれは広い敷地

にタワーを建てて，広々としたシャックで思う存

分，無線を楽しんでみたいといった憧れを持って

いる方は少なくないでしょう．しかし，それを実

践できるのはごく一部の限られた方で，多くの方

は住宅事情や費用的な制約がある中で，何とかシ

ャック・スペースを確保して運用しているのが実

情ではないでしょうか．

　とりわけ，新規に開局しようとする場合や長い

QRTを経てカムバックする場合に問題となるの

は，新たにシャック・スペースをどのように確保

するかということです．それまでは無線のことを

まったく意識しない形で家を選び，家具などを配

置して生活していたわけですから，それも無理の

ない話です．筆者も約30年間のQRTを経て再開局

を果たしたカムバック・ハムですが，当初はリビ

ングルームの片隅にデスク一つ分のスペースを何

とか確保して運用を始めました（写真1-4）．しかし，

リビングルームでピーピー，ガーガーという音を

出していれば家族から冷たい視線を浴びてしまい

ますし，当初思っていた以上に熱が入ってしまっ

運用スタイルをイメージする

1-3　スペースや配置の確認
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